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新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② 浸潤・転移等、がんの重要な臨床的特性の病理・病態学的分子基盤の解析とそれに基づ

く診断・治療法の開発に資する研究             （２２０９０７０１） 

浸潤・転移等、がんの診断・治療の重要標的について、病理・病態学的な特徴に着目し

た分子基盤の解明、がんの微小環境・がん間質相互作用の役割の解明、がん生物像の新た

な理解について研究を実施し、それらを基盤とした難治がん等に対する革新的な診断法や

治療法の研究開発を目指すとともにそれらの臨床応用にかかる道筋を提示する。 

 

研究費の規模：１課題当たり 70,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

③ 造血器悪性腫瘍及び転移性がんで高頻度に異常を来している遺伝子を標的とした新た

な治療法の開発に資する研究                （２２０９０８０１） 

本研究事業等の先行研究を通して蓄積された、白血病及び転移性がんで高頻度に異常を

来している遺伝子に関わる発がんメカニズムやがん細胞の特性発現における生物学的・生

化学的機能の解明と、チロシンリン酸化等の重要分子経路に関する独創的な知見を基盤と

して、難治性がんに対するこれまでにない新たな分子標的治療法の開発研究を目指し、臨

床応用への道筋を提示する。 

   

研究費の規模：１課題当たり 70,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ 難治性小児がんに対する組織的・包括的取り組みに基づく臨床的特性に関する分子情報

の体系的解析と、その知見を活用した診断・治療法の開発に資する研究 

（２２０９０９０１） 

Ewing 肉腫、横紋筋肉腫、小児血液腫瘍など難治性小児がんの臨床的特性に関する分子

情報の体系的な解析を行い、特に急速な進展や再発を繰り返す亜型の遺伝子の変異、遺伝

子発現のプロファイリングなどを明らかにする。また、その成果に基づき新規に予後予測

法、治療層別化法、治療法の開発を目指し、予後及び QOL改善に資する治療モデルを提示

する。 

      

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

⑤ その他、がんの臨床的特性の分子基盤に関する研究      （２２０９１００１） 
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個々の症例に最も適した治療法を選択するための予後予測法並びに標準的治療の開発に

つなげるため、浸潤能・転移能・血管新生能などのがんの個性を規定する分子機構や、

遺伝学的背景・がんに対する応答などの宿主の個性を解明する。 

研究費の規模：１課題当たり 20,000千円 ～ 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１～２課題程度 

 

（研究分野３）革新的ながん予防法の開発に関する研究  

＜新規課題採択方針＞ 

化学予防方法の確立、発がんに関与するウイルスに対するワクチンや持続感染阻害剤の開

発、効果的な禁煙支援方法の開発、ハイリスクグループに対する予防・早期発見の手法の開

発などにより、我が国のがん罹患率の減少を目指す。 

 

＜公募研究課題＞ 

①   がん化学予防剤の研究開発とその臨床応用に関する研究    （２２０９１１０１） 

がんのハイリスクグループの発がん要因を把握し、その発がん作用機作を解明する。

得られる成果を基に、発がん抑制作用を示す物質を医薬品等の開発を目標にして各種の

発がんモデル動物を用いて探索する。更に、動物に発がん抑制作用を示す物質の中から

選定して、臨床研究によりがん化学予防剤としての有用性の確立を目指すとともに、そ

の普及方法のモデルについて提示する。主に対象とするがんの種類は、大腸がん、乳が

ん、前立腺がん、胃がん、肝がん等とする。 

 

研究費の規模：１課題当たり 100,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② ウイルスを標的とする発がん予防に関する基礎及び臨床研究  （２２０９１２０１） 

高リスク型ヒトパピローマウイルス（HPV）の交差性中和エピトープを持つ次世代HPVワ

クチンの実用化に資する研究を行なう。また、免疫を応用したHPV感染細胞の排除ないし

低分子化合物によるHPV複製の阻害に関する研究等を推進する。 

 

研究費の規模：１課題当たり 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

③ 発がんリスクの低減に資する効果的な禁煙推進のための環境整備と支援方策の開発等に

関する研究                         （２２０９１３０１） 

たばこによる発がんリスクの低減を図るため、職域及び地域における禁煙支援方策の検

証結果を、検診や医療の場においてフィードバックさせ、効果的に禁煙のための治療や支

援を行う方策を開発するとともに、普及した場合の効果の検証や医療経済学的効果の評価
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を行う。 

 

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ その他、革新的ながん予防法の開発に関する研究       （２２０９１４０１） 

 化学予防方法の確立、発がんに関与するウイルスに対するワクチンや持続感染阻害剤の

開発、効果的な禁煙支援方法の開発、ハイリスクグループに対する予防・早期発見の手法

の開発などにより、我が国のがん罹患率の減少を目指す。 

 

     研究費の規模：１課題当たり 20,000千円～30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

   研究期間：１～４年 

 

   新規採択予定課題数：１課題程度 

 

（研究分野４）革新的な診断技術の開発に関する研究  

＜新規課題採択方針＞ 

コンピューター技術を活用した新しい医療機器の開発及びこれらを利用した新しい診断方

法の開発、革新的技術を活用したがん検診方法の開発など、がん検診・がん診断の精度・

効率の飛躍的向上を目指す。 

 

＜公募研究課題＞ 

【一般公募型】 

① 診断用機器及び診断方法の開発に基づいたがん診断能向上に関する研究 

（２２０９１５０１） 

飛躍的に進歩しているコンピューター技術を活用し、様々な医療画像技術を組み合わせ

るなどして、これまでにない新しい医療機器の開発を行う。また、それらを利用した診断

方法を確立し、臨床応用した場合の見込まれる効果及びその普及方策について提示する。 

 

研究費の規模：１課題当たり 100,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② 低線量らせんCTを用いた革新的な肺がん検診手法の確立に関する研究 

（２２０９１６０１） 

革新的な診断技術として低線量らせんCTを用いた検診と従来の胸部X線撮影や喀痰細胞

診を用いた検診と比較し、肺がん死亡率について減少効果があるのか否かについて、全国

数地区におけるコホートにより追跡評価を行う。同時に対費用効果についても評価を行

う。また、その評価に基づき、今後の検診手法の普及についての方策を提示する。 

 


